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は
じ
め
に

　

嘉
永
小
田
原
地
震
は
近
年
の
地
震
学
の
分
析
に
よ
る
と
マ
グ
ニ
チ

ュ
ー
ド
六
・
七
、
震
源
は
神
奈
川
県
西
部
の
足
柄
平
野
北
端
部
に
あ

た
る
現
在
の
神
奈
川
県
足
柄
上
郡
大
井
町
金
子
の
北
側
、
各
地
域
の

震
度
は
現
在
の
大
井
町
と
神
奈
川
県
南
足
柄
市
の
一
部
が
六
～
七
、

小
田
原
の
城
下
町
周
辺
は
六
、
江
戸
の
震
度
は
四
程
度
と
推
定（
１
）

さ
れ
て
い
る
。 

　

地
震
に
伴
い
、
小
田
原
城
で
は
天
守
櫓
を
は
じ
め
各
櫓
、
諸
門
が

大
破
や
半
壊
し
た
ほ
か
、
二
の
丸
の
場
合
、
小
田
原
藩
主
の
居
館
と

藩
庁
を
兼
ね
る
御
屋
形
が
半
壊
し
た
。
一
方
、小
田
原
城
下
の
う
ち
、

町
人
地
の
小
田
原
町
で
は
潰
二
〇
軒
・
半
潰
一
〇
三
軒
・
破
損
四
三

〇
軒
と
、
同
町
全
体
の
約
四
割
の
家
屋
が
被
害
を
受
け
た
。
小
田
原

藩
領
の
村
落
で
は
合
計
三
四
〇
〇
軒
余
の
家
屋
が
被
災
し
た
。
地
震

全
体
の
死
傷
者
数
は
、
小
田
原
藩
に
よ
る
調
査
の
書
上
を
筆
写
し
た

史
料
に
よ
れ
ば
、
領
内
全
体
で
死
者
一
一
九
人
、
負
傷
者
は
七
〇
〇

人
に
の
ぼ
っ
た（
２
）。

　

管
見
の
限
り
、
嘉
永
小
田
原
地
震
に
関
す
る
摺
物
は
一
一
種
類
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
次
頁
【
表
】
を
参
照
）。
そ
の
う
ち
①
～
⑧

ま
で
の
八
点
は
主
に
被
害
の
範
囲
を
絵
図
と
し
て
伝
え
る
瓦
版
で
あ

り
、
残
り
の
三
点
は
主
に
風
刺
的
な
摺
物
で
あ
る
。

　

瓦
版
を
含
む
摺
物
は
、
近
世
期
に
発
生
し
た
災
害
を
伝
え
た
主
た

る
メ
デ
ィ
ア
で
あ
っ
た
。
な
か
で
も
瓦
版
は
読
売
と
も
呼
ば
れ
、
災

害
や
事
件
な
ど
の
ニ
ュ
ー
ス
を
速
報
的
な
形
で
巷
間
へ
伝
え
る
た
め

に
発
行
さ
れ
た
一
枚
摺
り
の
出
版
物
で
あ
る
。
他
方
、
ほ
か
の
出
版

〈
論　

文
〉摺

物
に
み
る
嘉
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田
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地
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岡
崎
　
佑
也



― 24 ―

物
と
は
異
な
り
、
徳
川
幕
府
の
許
可
・
事
前
検
閲
を
得
て
い
な
い
、

い
わ
ゆ
る
無
届
け
の
状
態
で
出
版
さ
れ
た
の
が
特
徴
で
あ
る
。
一
八

世
紀
後
半
に
人
口
の
流
動
化
で
都
市
社
会
が
成
熟
す
る
と
、
身
分
や

階
層
に
関
係
な
く
、
あ
ら
ゆ
る
人
び
と
が
客
観
的
な
情
報
を
求
め
よ

う
と
す
る
動
き
が
高
ま
っ
た
と
と
も
に
、
瓦
版
の
出
版
頻
度
も
上
昇

し
て
い
っ
た
。
そ
の
た
め
、
幕
府
は
半
ば
瓦
版
の
刊
行
を
黙
認
し
て

い
た
と
も
い
わ
れ
る（
３
）。

　

一
般
的
に
瓦
版
は
、
明
和
九
年（
一
七
七
二
）の
江
戸
目
黒
行
人
坂

の
大
火
を
画
期
に
出
版
し
始
め
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
も
天
明
三
年

（
一
七
八
三
）
の
浅
間
災
害
な
ど
の
折
に
も
刊
行
さ
れ
た
が
、
文
政

一
二
年（
一
八
二
九
）の
江
戸
佐
久
間
町
火
事
を
契
機
に
、
災
害
を
伝

え
る
瓦
版
が
大
量
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
と
く
に
天
保
・
弘
化

期（
一
八
三
〇
～
一
八
四
八
）が
瓦
版
の
発
展
期
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

北
原
氏
に
よ
る
と
、
瓦
版
に
は
単
に
被
害
状
況
を
伝
え
る
類
だ
け
で

は
な
く
、
道
化
も
の
、
戯
画
と
呼
ば
れ
る
婉
曲
な
風
刺
性
を
含
む
バ

ー
ジ
ョ
ン
も
存
在
す
る
と
い
う（
４
）。

　

瓦
版
の
研
究
は
新
聞
学
・
メ
デ
ィ
ア
学
の
分
野
で
、
近
代
以
降
の

【表】嘉永小田原地震に関する摺物一覧

番号 表題

① 相州箱根山小田原御城下大地震之図

② 相模国大地震

③ （相模国の大地震）

④ 相模国大地震

⑤ 相模国・伊豆国大地震

⑥ 相模国大地震之図

⑦ 相州大地震画図

⑧ 相模国大地震之図

⑨ 新板改正大宗武鑑

⑩ (戯文、此春の大地震乃御おどろき何かたも）

⑪ 相州小田原箱根地震くどき

主な所蔵先 備考

国立国会図書館、八王子市郷土資料館所蔵

東京大学大学院情報学環・学際情報学府図書室所蔵小野秀雄コレクショ

ン

東京大学大学院情報学環・学際情報学府図書室所蔵小野秀雄コレクショ

ン
②の異版ヵ

神奈川県立図書館、東京大学総合図書館所蔵石本コレクション、

東京大学大学院情報学環・学際情報学府図書室小野秀雄コレクション、

藤沢市生涯学習部郷土歴史課、三井文庫各所蔵

山口県文書館（内田家文書）、東京都立中央図書館特別文庫室各所蔵

東京大学大学院情報学環・学際情報学府図書室所蔵小野秀雄コレクショ

ン、神奈川県立図書館各所蔵

東京大学大学院情報学環・学際情報学府図書室所蔵小野秀雄コレクショ

ン

群馬県立文書館酒井家文書、藤沢市生涯学習部郷土歴史課各所蔵

国立国会図書館、東京大学大学院情報学環・学際情報学府図書室小野

秀雄コレクションなど所蔵
武鑑のパロディー

国会国立図書館など所蔵

神奈川県立図書館所蔵 地震口説

【表】嘉永小田原地震に関する摺物一覧
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新
聞
の
前
身
的
存
在
と
し
て
取
り
上
げ
た
の
が
端
緒
で
あ
る（
５
）。

歴
史
学（
日
本
近
世
史
）で
は
、
昭
和
五
〇
年
代
中
頃
か
ら
情
報
史
へ

の
関
心
が
高
ま
る
と
と
も
に
、
瓦
版
を
近
世
期
の
重
要
な
情
報
メ
デ

ィ
ア
と
し
て
研
究
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
な
か
で
も
北
原
糸
子
氏

は
瓦
版
や
災
害
絵
図
、
地
震
誌
な
ど
の
摺
物
を
分
析
し
、
そ
れ
ら
が

民
衆
か
ら
武
家
層
に
至
る
ま
で
、
幅
広
い
階
層
に
と
っ
て
の
情
報
源

で
あ
っ
た
と
指
摘
し
た（
６
）。
ま
た
同
氏
は
嘉
永
七
年（
一
八
五
四
）

一
一
月
の
安
政
東
海
・
南
海
地
震
の
際
に
売
り
出
さ
れ
た
瓦
版
を
事

例
に
、
そ
の
瓦
版
を
「
地
域
情
報
」（
主
に
大
坂
の
被
害
を
掲
載
）、

「
広
域
情
報
」（
大
坂
と
大
和
国
・
紀
州
国
な
ど
周
辺
国
の
被
害
を
掲

載
）、「
全
国
情
報
」（
大
坂
か
ら
武
蔵
国
に
至
る
ま
で
の
幅
広
い
地

域
の
被
害
掲
載
）
の
三
種
類
に
分
類
し
た（
７
）。　

　

一
方
、
岩
下
哲
典
氏
は
情
報
論
の
側
面
か
ら
、
幕
末
期
の
民
衆
の

精
神
性
と
思
想
面
を
明
ら
か
に
す
る
上
で
、
絵
画
史
料
の
ほ
か
、
瓦

版
・
錦
絵
と
い
っ
た
摺
物
の
有
効
性
と
論
じ
て
い
る（
８
）。
こ
の
ほ

か
近
年
で
は
、
安
政
南
海
地
震
の
瓦
版
を
素
材
と
し
て
大
坂
に
お
け

る
津
波
の
浸
水
範
囲
を
特
定
し
た
論
稿（
９
）
や
、
こ
れ
ま
で
取
り
上

げ
ら
れ
る
こ
と
の
少
な
か
っ
た
火
災
瓦
版
の
出
版
状
況
に
つ
い
て
迫

っ
た
成
果（
⓾
）が
挙
げ
ら
れ
る
。
な
お
、
筆
者
も
嘉
永
小
田
原
地
震

の
被
害
を
伝
え
る
瓦
版
の
各
地
へ
の
流
布
、
瓦
版
自
体
の
内
容
（
内

容
の
正
確
さ
と
誇
張
し
た
部
分
）
の
検
討
に
つ
い
て
試
み
て
い
る

（
⓫
）。

　

瓦
版
と
同
様
に
災
害
を
取
り
扱
っ
た
摺
物
に
鯰
絵
が
あ
る
。
鯰
絵

は
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
一
一
月
二
日
に
発
生
し
、
一
万
人
以
上

も
の
死
者
を
出
し
た
安
政
江
戸
地
震
の
直
後
に
大
量
に
出
版
さ
れ
た
。

地
震
後
二
か
月
間
で
三
〇
〇
～
四
〇
〇
種
類
の
鯰
絵
が
発
行
さ
れ
、

江
戸
で
爆
発
的
に
流
行
し
た
。
こ
の
鯰
絵
は
鹿
島
大
明
神
が
要
石
で

鯰
を
押
さ
え
つ
け
て
、
地
震
の
発
生
を
抑
え
て
い
る
と
の
古
く
か
ら

の
伝
承
・
信
仰
を
背
景
に
発
行
さ
れ
、
震
災
復
興
が
進
む
に
つ
れ
て
、

描
か
れ
る
鯰
の
姿
が
「
悪
者
」
か
ら
「
善
者
」
へ
変
化
し
て
い
る
の

が
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
地
震
で
被
害
を
受
け
た
人
び
と
へ
の
励

ま
し
、
な
ぐ
さ
め
と
と
も
に
、
安
政
江
戸
地
震
を
契
機
と
し
た
「
世

直
し
」
と
「
災
害
ユ
ー
ト
ピ
ア
」
思
想
が
込
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う

（
⓬
）。
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こ
う
し
た
鯰
絵
の
研
究
は
歴
史
学
の
み
な
ら
ず
、
文
化
人
類
学

（
⓭
）、
民
俗
学
（
⓮
）、
美
術
史（
⓯
）、
宗
教
学（
⓰
）
な
ど
諸
学
問
で
な
さ

れ
て
い
る
。
な
か
で
も
、
富
澤
達
三
氏
は
大
事
件
・
珍
事
を
図
画
と

文
字
に
よ
っ
て
描
い
た
錦
絵
を
「
時
事
錦
絵
」
と
定
義
付
け
、
そ
の

代
表
で
あ
る
鯰
絵
や
は
し
か
絵
を
分
析
す
る
ほ
か
、「
時
事
錦
絵
」

の
分
析
を
行
う
上
で
の
前
提
と
し
て
瓦
版
も
取
り
上
げ
て
い
る（
⓱
）。

　

以
上
の
よ
う
に
、
摺
物
の
う
ち
瓦
版
や
鯰
絵
に
つ
い
て
は
、
先
学

に
よ
っ
て
研
究
成
果
が
積
ま
れ
て
い
る
。
た
だ
、
災
害
時
に
刊
行
さ

れ
た
摺
物
の
な
か
に
は
、
武
鑑
を
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
し
た
も
の
や
、
狂

歌
の
よ
う
な
戯
文
に
し
て
被
害
の
有
り
様
な
ど
を
示
し
た
類
、
口
説

き
節
の
冊
子
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
か
か
る
先
行
研
究
で
は
こ
う
し

た
摺
物
に
関
し
て
は
さ
ほ
ど
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。

　

他
方
、
鯰
絵
に
は
安
政
江
戸
地
震
を
発
生
さ
せ
た
鯰
と
と
も
に
、

安
政
以
前
の
震
災
の
鯰
が
描
か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。
そ
れ
に
よ

っ
て
、
安
政
期
の
人
び
と
が
、
安
政
江
戸
地
震
よ
り
前
に
発
生
し
た

地
震
を
、
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
た
の
か
を
検
討
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
ろ
う
。
こ
れ
ら
の
点
を
検
討
す
る
べ
く
、
嘉
永
小
田
原
地
震
に

関
わ
る
摺
物
を
取
り
上
げ
て
分
析
し
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

　

な
お
、
近
年
は
論
稿
で
は
な
い
も
の
の
、
摺
物
の
う
ち
、
嘉
永
小

田
原
地
震
の
被
害
を
伝
え
た
瓦
版
を
取
り
上
げ
、
瓦
版
の
図
画
や
記

述
の
変
化
か
ら
、
刊
行
さ
れ
た
時
期
や
内
容
の
差
異
に
つ
い
て
取
り

上
げ
た
小
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る（
⓲
）。

一　

あ
ら
ゆ
る
摺
物
―
武
鑑
・
戯
文
・
口
説
き
節
―

（
一
）「
新
板
改
正
大
宗
武
鑑
」

　
「
新
板
改
正
大
宗
武
鑑
」
は
、
小
田
原
藩
の
武
鑑
を
パ
ロ
デ
ィ
ー

化
し
た
も
の
で
あ
り
、
諸
地
震
の
際
に
刊
行
さ
れ
た
摺
物
な
ど
を
一

冊
に
ま
と
め
た
作
成
者
不
詳
の
風
説
留
「
落
葉
集
」（
東
京
都
立
中
央

図
書
館
特
別
文
庫
室
所
蔵
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
（【
図
像
１
】）。
嘉

永
小
田
原
地
震
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
刊
行
さ
れ
た
「
嘉
永
武
鑑
」（【
図

像
２
】）
で
は
、
小
田
原
藩
主
を
「
大
久
保
加
賀
守
忠た
だ
な
お愨
」
と
記
載
す

る
と
こ
ろ
を
、「
小
俵
騒
気
守
震
長
」（
＝
小
俵
と
は
「
小
田
原
」
の

も
じ
り
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
通
常
「
嘉
永
武
鑑
」
で
は
、「
天

保
八
酉
五
月　

家
督
」
と
藩
主
が
家
督
を
相
続
し
、
藩
主
に
就
任
し
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た
年
月
が
記
載
さ
れ
る
と
こ
ろ
、「
嘉
永
六
年
二
月　

跡あ
と

苦く

」
と
嘉

永
小
田
原
地
震
が
発
生
し
た
日
付
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
拝
領
物
は
、

小
田
原
藩
領
を
流
れ
る
酒
匂
川
を
も
じ
っ
た
「
酒
匂
之
川
十
五
枚
」

と
、「
御
時
刻
四
ツ
」
と
地
震
が
発
生
し
た
時
刻
の
四
つ
時
頃
（
午
前

一
〇
時
頃
）
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

　

加
え
て
、
菩
提
寺
は
当
時
江
戸
青
山
に
あ
っ
た
天
台
宗
の
教
学
院

で
は
な
く
、「
太
宗
寺
派　

箱
根
山　

大
震
寺
」
と
箱
根
山
周
辺
が

被
災
し
た
こ
と
に
な
ぞ
ら
え
て
い
る
。

　

一
方
、「
新
版
改
正
大
宗
武
鑑
」
に
は
、
家
老
な
ど
重
臣
の
名
称
も

洒
落
を
用
い
て
名
付
け
ら
れ
て
い
る
。「
コ
レ
カ
ラ
世
加
老
」（
→
こ

れ
か
ら
良
か
ろ
う
、
と
の
意
）
と
し
て
、
ま
ず
地
震
鎮
守
の
鹿
島
大

明
神
と
要
石
を
も
じ
っ
た
「
鹿
島
要
人
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
の
ほ

か
「
伊い

や

だ

と

さ

矢
田
土
佐
」（
→
嫌
や
だ
と
さ
、
と
の
意
）、「
小
田
原
評
定
」

を
倣
っ
て
「
小こ
だ
わ
ら俵
兵ひ
ょ
う
ぎ儀
」、「
伊い
た
み丹
内く

ら蔵
」（
→
痛
み
蔵
、
と
の
意
）

な
ど
地
震
被
害
に
な
ぞ
ら
え
た
家
臣
の
名
が
連
ね
て
い
る
。

　

こ
れ
は
年
寄
の
欄
も
同
様
で
、
当
時
大
地
震
が
発
生
時
に
は
竹
藪

へ
避
難
す
る
人
び
と
が
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
「
藪や
ぶ
さ
か坂
阿あ

ぶ部
内な
い

」
や
、

藪
の
ほ
か
、
瓦
礫
が
散
乱
し
た
道
を
歩
く
こ
と
か
ら
「
足あ
し
も
と元
守ま
も
る」
が

記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
「
嘉
永
武
鑑
」
で
は
「
用
人
」
の
欄
が
あ
る
が
、「
新
板
改
正
大
宗

武
鑑
」
で
は
「
用
人
」
の
洒
落
で
「
御
用
心
」
と
し
て
「
損
野
幾
兵

衛
」、「
大
物
入
太
郎
」（
→
物
入
）、「
道
野
窪
見
」（
→
道
路
の
窪
み

（
破
損
）、
と
の
意
）、「
山
川
止
」（
→
箱
根
山
周
辺
の
通
行
止
め
、

酒
匂
川
の
川
越
停
止
、
と
の
意
）
な
ど
、
震
災
後
の
用
心
す
べ
き
事

象
や
部
分
を
名
称
に
し
て
い
る
。

　

こ
の
摺
物
の
場
合
、「
小
俵
家
」
の
生
国
は
信
濃
と
な
っ
て
お
り
、

先
祖
は
「
飛
田
信
濃
守
善
光
之
後
胤
萬
歳
楽
亭
入
道
震
安
之
嫡
男
、

三
條
越
後
守
震
元
二
十
六
代
小
俵
相
模
守
之
長
男
」と
弘
化
四
年（
一

八
四
七
）
の
善
光
寺
地
震
の
子
孫
で
、
地
震
避
け
の
呪
文
「
萬
歳
楽
」

の
嫡
男
、
文
政
一
一
年
（
一
八
二
八
）
の
越
後
三
条
地
震
の
縁
戚
と

な
っ
て
い
る
。
嘉
永
小
田
原
地
震
の
み
な
ら
ず
、
信
濃
国
で
甚
大
な

被
害
を
与
え
た
善
光
寺
地
震
、
越
後
三
条
地
震
の
存
在
も
パ
ロ

デ
ィ
ー
化
さ
れ
て
い
る
。

　

他
方
、「
嘉
永
武
鑑
」
で
は
、
最
後
に
後
北
條
家
以
来
の
小
田
原
城
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主
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、「
新
板
改
正
大
宗
武
鑑
」
で
は
寛
永
一
〇

年
（
一
六
三
三
）
の
寛
永
小
田
原
地
震
、
天
和
三
年
（
一
六
八
三
）

の
日
光
地
震
、
元
禄
一
六
年
（
一
七
〇
三
）
の
元
禄
地
震
、
越
後
三

条
地
震
、
文
政
一
三
年
（
一
八
三
〇
）
の
文
政
京
都
地
震
、
善
光
寺

地
震
な
ど
、
以
前
に
全
国
各
地
で
発
生
し
た
地
震
が
列
記
さ
れ
て
い

る
。

　

こ
の
「
新
板
改
正
大
宗
武
鑑
」
が
広
く
流
布
さ
れ
て
い
た
こ
と
が

他
の
史
料
か
ら
確
か
め
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
水
戸
藩
家
臣
で
藩
校
弘

道
校
助
教
を
つ
と
め
、
漢
学
者
で
も
あ
っ
た
小
宮
山
南
梁
に
よ
る
日

記
・
風
説
留
「
南
梁
年
録　

八
、
九
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）
に

は
、
二
月
一
四
日
の
同
藩
家
臣
江
戸
詰
の
伊
予
玄
龍
か
ら
の
書
簡
か

ら
、
嘉
永
小
田
原
地
震
発
生
の
情
報
を
得
た
一
方
、
瓦
版
「
相
模
国

大
地
震
之
図
」
と
と
も
に
、「
新
板
改
正
大
宗
武
鑑
」
が
貼
り
付
け
ら

れ
て
い
る
（【
図
像
３
】）。
ま
た
、
尾
張
藩
右
筆
安
井
重
遠
の
手
に
よ

る
、
政
治
情
報
・
世
相
記
事
な
ど
を
収
録
し
た
風
説
留
「
鶏
肋
集　

嘉

永
六
年
春
夏　

十
三
」
に
は
、
同
藩
七
里
飛
脚
か
ら
の
嘉
永
小
田
原

地
震
の
被
害
情
報
と
と
も
に
貼
付
さ
れ
て
い
る
（【
図
像
４
】）。

　

か
た
や
、
相
模
湾
に
面
し
た
相
模
国
高
座
郡
柳
島
村
（
現
・
神
奈

川
県
茅
ヶ
崎
市
）
名
主
で
廻
船
問
屋
を
経
営
し
て
い
た
藤
間
善
五
郎

（
柳
庵
）
の
風
説
留
「
太
平
年
表
録　

初
編
」
に
は
、
嘉
永
小
田
原

地
震
の
被
害
の
概
略
と
と
も
に
、「
新
板
改
正
大
宗
武
鑑
」
が
書
き
写

さ
れ
て
い
る（【
図
像
５
】）。つ
ま
り
被
害
を
伝
え
る
瓦
版
と
同
様
に
、

内
容
は
パ
ロ
デ
ィ
ー
に
溢
れ
て
い
る
が
、
嘉
永
小
田
原
地
震
の
発
生

を
伝
え
る
摺
物
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

ま
た
、「
元
禄
十
六
未
年
江
戸
大
地
震
百
五
十
一
年
目
」
な
ど
と
記

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
新
板
改
正
大
宗
武
鑑
」
を
通
し
て
、
過
去

の
震
災
の
存
在
を
改
め
て
想
起
さ
せ
る
契
機
と
も
な
っ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。

（
二
）
戯
文

　

嘉
永
小
田
原
地
震
の
発
生
後
、
地
震
発
生
と
被
害
状
況
を
謳
っ
た

戯
文
の
摺
物
も
販
売
さ
れ
た
。【
図
像
６
】
は
先
述
の
「
落
葉
集
」
に

収
録
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
作
者
は
「
御
城
下　

雷
ま
る
」
と
あ
る
。

こ
れ
と
同
様
の
摺
物
は
風
説
留「
鶏
肋
集　

嘉
永
六
年
春
夏　

十
三
」

に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
紙
幅
に
限
り
が
あ
る
た
め
、
こ
の
摺
物
の
戯
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文
全
て
を
取
り
上
げ
ら
れ
な
い
が
、「
な
か
は
の
春
に
ゆ
れ
さ
せ
ら
れ
、

鹿
島
の
神
様
御
事
触
」
は
鹿
島
神
宮
の
神
官
が
、
春
に
地
震
が
発
生

す
る
と
全
国
に
触
れ
歩
く
こ
と
を
表
現
し
て
い
る
。
ま
た
、「
鹿
嶋
の

神
様
へ
お
は
な
し
被
遊
候
、
お
け
し
き
相
か
ま
わ
す
に
け
〳
〵
敷
御

庭
へ
」
と
鹿
島
大
明
神
の
神
託
を
よ
そ
に
、
地
震
が
発
生
し
庭
へ
避

難
す
る
こ
と
を
謳
っ
て
い
る
。「
に
け
〳
〵
敷
」
と
は
、「
に
ぎ
に
ぎ

し
く
」
を
掛
詞
に
し
た
も
の
だ
ろ
う
。
地
震
鎮
護
の
神
と
し
て
信
仰

さ
れ
て
い
た
鹿
島
神
宮
（
鹿
島
神
宮
）
や
鯰
を
テ
ー
マ
に
し
た
戯
文

が
散
見
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
揶
揄
し
た
戯
文
も
み
ら
れ
る
。「
万
歳
楽
御
ふ
た
方
様
夜

毎
々
の
大
地
震
ハ
御
う
ら
や
ま
し
く
御
事
よ
り
存
参
ら
せ
候
」
と
、

こ
こ
で
の
「
万
歳
楽
」
は
呪
文
除
け
で
は
な
く
、
太
夫
・
才
蔵
の
二

人
が
予
祝
の
祝
言
な
ど
を
述
べ
た
て
る
た
め
に
練
り
歩
く
門
付
芸
の

「
万
歳
」
を
意
味
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
相
次
ぐ
大
地
震
（
余
震

の
こ
と
ヵ
）
で
家
々
へ
地
震
除
け
の
呪
文
を
述
べ
て
稼
い
で
い
る
こ

と
を
意
味
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
こ
の
他
、「
家
々
修
ふ
く
前
に
て
御

心
細
く
思
召
被
下
候
」
と
家
屋
の
修
復
が
未
だ
修
復
で
き
て
い
な
い

状
態
で
、
心
細
い
状
況
が
読
み
取
れ
る
。

　

一
方
、
小
田
原
や
箱
根
を
取
り
上
げ
た
作
品
も
あ
り
、「
箱
根
八
里

の
山
続
き
は
ず
し
ず
し
御
限
り
の
ふ
宿
々
損
参
ら
せ
候
」、「
八
千
代

を
始
竹
藪
へ
早
く
御
逃
〱
敷
入
ら
せ
ら
れ
候
と
の
御
事
、
相
州
小
田

原
様
か
た
」
と
箱
根
宿
の
被
害
状
況
や
、
小
田
原
藩
主
ら
が
竹
藪
へ

逃
げ
る
様
子
を
風
刺
し
て
い
る
。

　

他
方
、
善
光
寺
地
震
の
存
在
を
意
識
し
た
戯
文
が
記
載
さ
れ
て
い

る
。「
い
ら
せ
ら
れ
先
も
し
信
濃
国
善
光
寺
よ
り
此
地
よ
り
移
ら
せ
ら

れ
候
、
御
事
替
わ
ら
す
強
く
」
と
地
震
の
源
が
、
先
ご
ろ
善
光
寺
か

ら
小
田
原
へ
移
っ
て
強
震
を
発
生
さ
せ
た
と
あ
る
。

　

な
お
、こ
の
戯
文
の
摺
物
は
尾
張
藩
右
筆
安
井
重
遠
の
風
説
留
「
鶏

肋
集　

嘉
永
六
年
春
夏　

十
三
」（
⓳
）
に
も
貼
り
付
ら
れ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
広
く
流
通
さ
れ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

（
三
）「
相
州
小
田
原
箱
根
地
震
く
ど
き
」

　
「
相
州
小
田
原
箱
根
地
震
く
ど
き
」（
以
下
本
章
で
は
「
地
震
く
ど

き
」、【
図
像
７
】）
は
、
嘉
永
小
田
原
地
震
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
、
い

わ
ゆ
る
口
説
き
節
の
摺
物
の
一
種
で
あ
る
。
口
説
き
節
と
は
俗
曲
の
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一
種
で
、
瞽
女
な
ど
が
市
井
の
情
話
、
心
中
物
な
ど
を
歌
物
語
に
し

て
、
三
味
線
に
合
わ
せ
て
歌
っ
た
も
の
を
意
味
す
る
。
災
害
の
場
合

は
被
害
の
恐
怖
や
哀
感
を
歌
っ
た
も
の
が
多
く
、
そ
れ
ら
を
摺
物
に

し
て
版
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
越
後
三
条
地
震
が
契
機
と
い

う（
⓴
）。
そ
れ
以
降
、
他
の
震
災
や
火
災
の
際
に
も
、
こ
う
し
た
口

説
き
節
が
出
版
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
「
地
震
く
ど
き
」
も

そ
の
一
種
で
あ
る
。

　

さ
て
、「
地
震
く
ど
き
」
の
内
容
は
概
し
て
地
震
被
害
へ
の
悲
哀
と

と
も
に
、「
海う
ミ

よ
り
つ
な
み
を
上あ
げ

て
、
下し
も

は
さ
か
ハ
の
わ
た
し
ば
ま
で

も
、
山や
ま

が
く
ず
れ
て
ひ
ら
ち
の
ご
と
く
、
の
き
を
な
ら
べ
し
御
し
ろ

下
も
今
ハ
の
は
ら
と
な
り
は
て
ま
す
る
」
な
ど
と
被
害
が
誇
張
さ
れ

た
形
で
箱
根
や
小
田
原
な
ど
の
被
害
状
況
を
取
り
上
げ
て
い
る
こ
と

が
特
徴
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
被
害
状
況
に
関
わ
る
記
載
の
う

ち
、
虚
実
を
取
り
混
ぜ
た
内
容
も
み
ら
れ
る
。
例
え
ば
「
大お
ゝ
て
ご
も
ん

手
御
門

は
ミ
ぢ
ん
に
く
ず
れ
」
と
小
田
原
城
正
門
の
大
手
門
の
被
害
に
つ
い

て
記
さ
れ
て
い
る
が
、
小
田
原
藩
側
の
被
害
書
上
に
よ
る
と
、「
大

手
渡
櫓
大
破
、
同
所
番
所
大
破
、
同
所
北
門
大
破
」（
㉑
）
と
あ
る
。

　

ま
た
、「
当と
う
し
ょ
め
い
ぶ
つ

所
名
物
八
ツ
む
ね
つ
く
り
名
代
と
ら
や
の
う
い
ろ
う

み
せ
も
さ
て
も
む
ざ
ん
に
ゆ
り
つ
ぶ
さ
れ
て
、
い
へ
の
下
よ
り
火ひ

ハ

も
へ
上
り
」
は
、
東
海
道
小
田
原
宿
名
物
の
薬
「
外
郎
」
を
発
売
す

る
外
郎
家
（
屋
号
は
「
虎
屋
」）
の
被
害
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
尾
張

藩
年
寄
石
河
家
の
風
説
留
「
弘
慶
時
事
録
」
に
よ
れ
ば
、
同
藩
小
田

原
宿
詰
の
七
里
飛
脚
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
被
害
報
告
と
し
て
、「
彼
八

ツ
棟
作
と
か
申
て
名
高
き
外
郎
も
潰
候
由
」（
㉒
）
と
特
徴
的
な
建
築

様
式
で
あ
る
八
棟
造
り
の
外
郎
家
の
店
舗
兼
屋
敷
が
倒
壊
し
た
と
い

う
。
火
災
発
生
の
記
述
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
正
確
に
近
い
情
報
も

記
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
「
地
震
く
ど
き
」
に
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
小
田
原
城
下
の
青

物
町
、
万
町
、
大
工
町
の
被
害
が
記
載
さ
れ
る
ほ
か
、「
北き
た

ハ
つ
く
ゐ

に
甲こ
う
し
う州
口
よ
、
西
と
南
ハ
三ミ
し
ま嶋
に
か
け
て
伊い

づ豆
の
浜は
ま
ま
で迄
ゆ
り
く
づ

さ
る
ゝ
、
ひ
が
し
梅
沢
、
大
い
そ
手
前
、
又
ハ
大
山
・
あ
つ
ぎ
を
か

け
て
（
中
略
）
ひ
び
き
わ
た
り
て
ゆ
り
く
づ
さ
る
ゝ
」
と
津
久
井
、

甲
州
地
域
、
駿
河
国
三
島
、
伊
豆
、
大
磯
、
大
山
、
厚
木
も
被
災
し

て
い
る
と
い
う
。



― 31 ―

　

こ
う
し
た
記
載
は
、
嘉
永
小
田
原
地
震
の
被
害
を
伝
え
る
瓦
版
の

内
容
と
酷
似
し
て
い
る
。
か
か
る
瓦
版
の
一
種
で
あ
る
「
相
模
国
大

地
震
之
図
」
に
よ
れ
ば
、

　

【
史
料
１
】（
㉓
）

（
前
略
）
相
州
小
田
原
大
久
保
加
質
守
様
御
領
分
御
城
下
万
町
・

青
物
町
・
板
は
し
・
り
や
う
し
町
・
す
ハ
丁
・
寺
町
、
御
城
角

や
く
ら
并
ニ
町
家
を
は
し
め
と
し
て
、
東
ハ
田
村
川
辺
・
伊
勢

原
・
あ
つ
木
、
萩
の
山
中
大
久
保
長
門
守
様
御
領
分
、
陶
綾
郡

神
戸
・
井
こ
、
大
磯
宿
・
平
つ
か
宿
、
中
村
・
金
子
・
す
ゝ
川
・

ミ
の
け
辺
・
大
山
大
に
そ
ん
ず
、（
中
略
）
津
久
井
郡
上
の
原
・

青
の
原
、
と
う
し
川
辺
、
鼠
坂
・
関
野
辺
迄
大
か
た
の
ひ
ゝ
き

な
り
（
後
略
）

　

管
見
の
限
り
、
津
久
井
や
甲
州
地
方
、
駿
河
国
三
島
が
被
災
し
た

こ
と
を
示
す
一
次
史
料
が
存
在
し
な
い
の
で
、
被
害
は
皆
無
に
等
し

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、「
地
震
く
ど
き
」
に
み
ら
れ
る
地
域
の
被

災
状
況
が
、
瓦
版
に
も
同
様
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
地
震
く
ど
き
」は
嘉
永
小
田
原
地
震
の
被
害
へ
の
哀
感
と
と
も
に
、

あ
る
程
度
風
聞
の
よ
う
な
誇
張
し
た
情
報
や
表
現
を
も
入
れ
つ
つ
、

概
し
て
読
み
手
に
被
害
を
伝
え
る
こ
と
も
目
的
に
出
版
さ
れ
た
こ
と

が
わ
か
る
。

二　

鯰
絵
と
番
付
に
描
か
れ
た
嘉
永
小
田
原
地
震

　

先
述
し
た
通
り
、
嘉
永
小
田
原
地
震
か
ら
二
年
後
の
安
政
二
年
に

安
政
江
戸
地
震
が
発
生
し
た
。
そ
の
発
生
後
、
爆
発
的
に
鯰
絵
が
流

行
し
た
。
そ
の
鯰
絵
に
嘉
永
小
田
原
地
震
を
引
き
起
こ
し
た
鯰
が
描

か
れ
て
い
る
場
合
が
あ
る
。

　
「
地
震
御
守
」（【
図
像
８
】）
に
は
文
政
京
都
地
震
、
善
光
寺
地
震

嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
七
月
九
日
の
伊
賀
上
野
地
震
を
発
生
さ
せ

た
鯰
（
画
中
で
は
「
伊
勢
」
と
な
っ
て
い
る
）
と
と
も
に
、
嘉
永
小

田
原
地
震
を
引
き
起
こ
し
た
地
震
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
鯰
絵
で

は
、
こ
れ
ら
の
鯰
が
、
安
政
江
戸
地
震
を
招
い
た
鯰
を
懲
ら
し
め
て

い
る
鹿
島
大
明
神
の
前
で
謝
罪
す
る
テ
ー
マ
が
主
題
と
な
っ
て
い
る
。

地
震
の
要
因
と
な
っ
た
鯰
が
、
鹿
島
大
明
神
の
前
で
取
り
調
べ
を
受

け
る
鯰
絵
は
他
に
も
み
ら
れ
る
。【
図
像
９
】
の
鯰
絵
に
は
越
後
三
条
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地
震
、
善
光
寺
地
震
、
大
坂
の
地
震
（
安
政
南
海
地
震
ヵ
）
な
ど
と

と
も
に
、
嘉
永
小
田
原
地
震
の
鯰
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

【
史
料
２
】（
㉔
）

し
ん
し
う「
わ
た
く
し
の
つ
ミ
を
ゆ
る
し
て
く
だ
さ
る
な
ら
バ
、

信
し
う
も
か
ま
ど
も
な
つ
ち
も
い
ら
ね
へ

小
田
は
ら
「
ど
う
ぞ
と
が
の
せ
ん
ぎ
ハ
、
を
だ
は
か
に
な
れ
バ

い
ゝ
が

ゑ
ち
ご
「
わ
た
く
し
ハ
、
ゑ
つ
ち
り
ゑ
ち
ご
の
ぢ
し
ん
ゆ
へ
、

か
く
べ
ゑ
の
や
う
に
さ
か
さ
に
な
つ
て
お
わ
び
を
ま
う
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
傍
線
部
は
筆
者
に
よ
る
）

　

越
後
三
条
地
震
の
鯰
が
、
越
後
の
角
兵
衛
獅
子
の
よ
う
に
逆
さ
に

な
っ
て
詫
び
る
と
述
べ
る
と
と
も
に
、
嘉
永
小
田
原
地
震
の
鯰
も
鹿

島
大
明
神
側
に
大
槌
で
叩
き
の
め
さ
れ
て
、
裁
き
を
受
け
て
い
る
安

政
江
戸
地
震
の
鯰
を
案
じ
、歎
願
す
る
様
子
が
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
「
地
震
太
平
記
」（【
図
像
10
】）
と
い
う
鯰
絵
に
は
、
元
禄
地

震
、
宝
永
四
年
（
一
七
〇
七
）
の
上
方
筋
の
地
震
（
宝
永
地
震
）、
文

化
元
年
（
一
八
〇
四
）
の
出
羽
国
の
地
震
（
象
潟
地
震
）、
越
後
三
条

地
震
、
文
政
京
都
地
震
、
善
光
寺
地
震
、
安
政
江
戸
地
震
の
各
地
震

を
引
き
起
こ
し
た
鯰
と
と
も
に
、
嘉
永
小
田
原
地
震
の
鯰
も
描
か
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
鹿
島
大
明
神
に
謝
罪
を
し
て
い
る
。
嘉
永
小
田

原
地
震
の
鯰
は
「
わ
ち
き
ハ
嘉
永
六
年
に
さ
う
し
う
の
小
田
ハ
ら
と

や
ら
を
、
ち
つ
と
の
こ
と
の
か
ん
し
や
く
か
ら
ゆ
す
ぶ
り
ま
う
し
い

ん
し
た
が
、
あ
と
で
お
も
へ
ハ
わ
る
う
お
つ
し
た
」（
㉕
）
の
謝
意
の

弁
を
述
べ
て
い
る
。

　

次
に
地
震
や
火
災
の
ラ
ン
キ
ン
グ
を
摺
物
に
し
た
、
い
わ
ゆ
る「
番

付
」
を
取
り
上
げ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
【
図
像
11
】
は
安
政
江
戸
地
震
の
直
後
に
刊
行
さ
れ
た
「
地
震
出

火
競
」
と
い
う
題
名
の
地
震
・
火
災
番
付
で
あ
る
。
小
結
の
欄
に
「
嘉

永
六　

小
田
原
大
地
震
」
と
も
読
め
る
文
言
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
小

結
の
「
小
田
原
大
地
震
」
は
嘉
永
小
田
原
地
震
を
意
味
す
る
も
の
と

推
測
さ
れ
る
。

　

善
光
寺
地
震 

（「
大
関 

弘
化
四 

善
光
寺 

開
扉
大
地
震
」）、
越
後

三
条
地
震
（「
関
脇　

文
政
十
一　

越
後
大
地
震
」）
の
ほ
か
、
元
禄

地
震
（「
前
頭　

元
禄
十
六　

関
八
州
大
地
震
」）、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
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ド
八
・
四
の
巨
大
地
震
で
あ
る
嘉
永
七
年
（
一
八
五
四
）
一
一
月
五

日
の
安
政
南
海
地
震
（「
前
頭　

安
政
元　

大
坂
大
地
震
」）
と
と
も

に
嘉
永
小
田
原
地
震
が
上
段
に
ラ
ン
ク
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
安
政
江
戸
地
震
後
に
版
行
さ
れ
た
鯰
絵
や
番
付
を
み

て
い
く
と
、
安
政
期
の
人
び
と
に
と
っ
て
、
嘉
永
小
田
原
地
震
は
近

世
後
期
に
全
国
各
地
で
発
生
し
た
大
地
震
の
一
部
と
し
て
捉
え
て
い

た
こ
と
が
判
明
す
る
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
嘉
永
小
田
原
地
震
の
後
に
刊
行
さ
れ
た
パ
ロ
デ
ィ
ー
化

あ
る
い
は
戯
文
化
さ
れ
た
摺
物
、
口
説
き
節
の
摺
物
、
そ
し
て
安
政

江
戸
地
震
か
ら
間
も
な
く
版
行
さ
れ
た
鯰
絵
や
番
付
を
取
り
上
げ
た
。

　

か
か
る
摺
物
か
ら
以
下
の
点
が
導
き
出
せ
よ
う
。
ま
ず
安
政
年
間

の
人
び
と
に
と
っ
て
、
嘉
永
小
田
原
地
震
を
近
世
後
期
に
全
国
で
発

生
し
た
地
震
の
一
種
、
近
世
期
に
発
生
し
た
大
地
震
の
ひ
と
つ
と
捉

え
、
位
置
付
け
て
い
た
点
で
あ
る
。「
地
震
出
火
鏡
」
を
み
る
と
、

関
東
地
域
の
地
震
も
少
な
く
な
い
な
か
、嘉
永
小
田
原
地
震
は「
小
結
」

と
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。
な
お
か
つ
、
嘉
永
小
田
原
地
震
か
ら
間

も
な
い
幕
末
期
の
安
政
年
間
の
刊
行
と
は
言
え
、
南
関
東
や
伊
豆
半

島
東
岸
で
大
津
波
被
害
を
も
た
ら
し
、
一
万
人
を
超
え
る
死
者
を
出

し
た
元
禄
地
震
や
、
大
坂
市
中
が
大
津
波
に
見
舞
わ
れ
、
三
〇
〇
人

以
上
の
死
者
を
出
し
た
嘉
永
七
年
の
「
大
坂
大
地
震
」（
大
坂
の
大
津

波
は
、
安
政
南
海
地
震
の
特
徴
的
被
害
を
示
し
て
い
る
）
よ
り
も
高

位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
を
鯰
絵
の
描
写
と
併
せ

て
鑑
み
る
と
、
安
政
年
間
に
お
い
て
は
、
と
く
に
関
東
地
域
の
な
か

で
は
嘉
永
小
田
原
地
震
を
相
当
な
大
地
震
と
把
握
さ
れ
て
い
た
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

次
に
嘉
永
小
田
原
地
震
の
摺
物
を
通
し
て
、
当
該
地
震
が
過
去
の

大
地
震
の
存
在
を
回
顧
す
る
契
機
と
な
っ
た
点
で
あ
る
。
本
稿
で
取

り
上
げ
た
摺
物
で
は
、
と
り
わ
け
善
光
寺
地
震
の
存
在
が
想
起
さ
れ

て
い
る
。
ま
た
嘉
永
小
田
原
地
震
よ
り
一
〇
〇
、
二
〇
〇
年
以
上
前

の
寛
永
小
田
原
地
震
、
日
光
地
震
、
元
禄
地
震
な
ど
の
存
在
を
振
り

返
る
機
会
と
も
な
っ
て
い
た
こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　

最
後
に
本
稿
で
紹
介
し
た
摺
物
は
単
な
る
パ
ロ
デ
ィ
ー
や
風
刺
、
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悲
哀
感
に
留
ま
ら
ず
、
被
害
を
伝
え
る
ニ
ュ
ー
ス
性
も
含
ま
れ
て
い

た
こ
と
で
あ
る
。
と
く
に
「
相
州
小
田
原
箱
根
地
震
く
ど
き
」
で
は

主
と
し
て
小
田
原
城
下
や
東
海
道
筋
、
大
山
、
そ
し
て
大
山
へ
の
参

詣
客
が
多
く
利
用
し
た
矢
倉
沢
往
還
の
宿
場
町
（
厚
木
）
の
被
害
が

口
説
き
節
に
乗
せ
て
描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
こ
の
摺
物
の

作
り
手
が
そ
う
し
た
地
域
の
被
害
を
載
せ
る
こ
と
も
目
的
に
刊
行
し

た
こ
と
の
あ
ら
わ
れ
で
も
あ
ろ
う
。
そ
の
一
方
、
読
み
手
も
か
か
る

箇
所
の
被
害
に
つ
い
て
少
な
か
ら
ざ
る
の
関
心
を
抱
き
、
そ
れ
に
関

わ
る
風
聞
的
な
性
格
な
も
の
も
含
め
た
、
あ
ら
ゆ
る
情
報
を
求
め
て

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
「
新
板
改
正
大
宗
武
鑑
」
が
各
地
へ
流
布
し
て
い
た
事
実
は

見
逃
せ
ま
い
。
こ
の
摺
物
は
風
刺
的
要
素
が
メ
イ
ン
で
あ
る
が
、
嘉

永
小
田
原
地
震
が
発
生
し
た
事
実
を
知
る
上
で
、
有
効
性
の
あ
る
情

報
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
ま
た
風
刺
自
体
、
地
震
の
存
在
を
伝
え
る

情
報
の
一
類
型
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

か
か
る
摺
物
か
ら
、
嘉
永
・
安
政
期
の
社
会
、
人
び
と
が
一
地
域

で
発
生
し
た
地
震
に
対
し
て
い
か
な
る
意
識
を
抱
い
て
い
た
の
か
、

あ
る
い
は
ど
の
よ
う
な
情
報
を
作
り
手
が
発
信
し
よ
う
と
し
て
い
た

の
か
、
ま
た
読
み
手
の
情
報
獲
得
の
模
様
を
も
浮
か
び
上
が
ら
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
パ
ロ
デ
ィ
ー
化
、
戯
文
化
、
風
刺
化
を
主
と
し
た
摺
物

を
摘
記
し
た
が
、
現
在
で
は
こ
の
よ
う
な
出
版
物
を
刊
行
し
よ
う
も

の
な
ら
、「
不
謹
慎
」
と
糾
弾
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な

が
ら
、こ
の
よ
う
な
揶
揄
や
皮
肉
な
笑
い
を
主
題
と
し
た
摺
物
か
ら
、

先
行
研
究
で
指
摘
さ
れ
て
い
る
「
世
直
り
」
思
想
と
は
異
な
り
、
災

害
の
発
生
に
対
し
て
、
せ
め
て
笑
い
を
通
じ
て
災
害
そ
の
も
の
と
向

き
合
お
う
と
の
思
い
が
感
じ
取
れ
る（
㉖
）。
そ
う
し
た
心
性
が
具
現

化
さ
れ
た
の
が
、「
新
板
改
正
大
宗
武
鑑
」で
あ
り
、戯
文
で
も
あ
り
、

そ
し
て
鯰
絵
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
後
は
災
害
後
に
発
行
さ

れ
た
摺
物
を
丹
念
に
検
討
す
る
こ
と
で
、
近
世
人
の
災
害
後
の
心
性

を
改
め
て
問
い
直
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
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【
図
像
１
】「
新
板
改
正
大
宗
武
鑑
」

	

（「
落
葉
集
」
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
所
蔵
）

【
図
像
２
】�「
新
板
改
正
嘉
永
武
鑑
」

	

（
三
井
文
庫
旧
蔵
資
料
、
国
文
学
研
究
資
料
館
所
蔵
）
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【
図
像
３
】「
南
梁
年
録
八
、
九
」（
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
）

【
図
像
４
】「
鶏
肋
集　

嘉
永
六
年
春
夏　

十
三
」

　
　
　
　

（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
）
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【
図
像
５
】「
太
平
年
表
録　

初
編
」

	

（�

藤
間
家
文
書
、
藤
間
柳
庵
著
『
太
平
年
表
録
』
復
刻
版　

二
〇

〇
七
年
、
藤
間
雄
蔵
、
初
編
よ
り
）

【
図
像
６
】「（
戯
文
、
此
春
の
大
地
震
乃
御
お
ど
ろ
き
何
か
た
も
）」

	

（「
落
葉
集
」
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
所
蔵
）
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【
図
像
７
】「
相
州
小
田
原
箱
根
地
震
く
ど
き
」（
上
）

	

（
神
奈
川
県
立
図
書
館
所
蔵
）

〽
物
の
サ
ヱ
ヽ
ふ
し
ぎ
も
か
づ
あ
る
な
か
に
、
す
ぎ
し
し
な
の
ゝ
地
し
ん
に
つ
ゞ
き
、

こ
と
し
嘉
永
の
き
さ
ら
ぎ
二
日
、
と
こ
ろ
い
づ
く
と
た
づ
ね
て
き
け
バ
伊い

づ豆
と
さ
が

み
の
そ
の
国く

に
ざ
か
い
、
お
と
に
き
こ
へ
し
東と

う
か
い
ど
う

海
道
の
箱は

こ
ね
や
ま

根
山
な
る
い
た
ゞ
き
ゟ
も
、

た
つ
の
下げ

こ
く
と
お
ぼ
し
き
こ
ろ
に
、
に
わ
か
に
ゆ
れ
く
る
地
し
ん
の
さ
わ
ぎ
、
家や

な
り
し
ん
ど
う
山
々
く
ず
れ
、
さ
し
も
け
わ
し
き
は
こ
ね
の
山
も
大た

い
ぢ地

ゆ
り
さ
げ
、

す
な
ふ
き
あ
げ
て
、
人
馬
と
も
〳
〵
ゆ
り
た
を
さ
れ
て
、
風
に
木
の
葉は

を
ち
ら
す
が

ご
と
く
、
な
を
も
き
び
し
く
ゆ
れ
く
る
ほ
ど
に
、
き
か
や
そ
う
も
く
い
え
く
ら
ま
で

も
地ぢ

に
と
め
り
こ
む
そ
の
あ
り
さ
ま
に
、
す
わ
や
地ぢ

し
ん
と
い
ふ
ま
も
あ
ら
で
、
お

に
ゝ
お
わ
る
ゝ
か
し
や
く
の
せ
め
か
、
親
は
子
を
す
て
、
子
は
お
や
を
す
て
に
げ
て

ゆ
く
そ
の
道み

ち
す
し筋

こ
そ
は
、
足あ

し
も
早は

や
か
わ川

八
里
の
峠と

う
げ、

さ
い
の
川か

わ
ら原

も
血ち

の
い
け池

ぢ
ご
く
、
は

り
の
山や

ま
な
か中

ど
う
せ
う
づ
か
の
姥う

ば
が
平た

い
らと

き
く
お
そ
ろ
し
さ
、
湯ゆ

も
と元

・
そ
こ
く
ら
ゆ
つ

ぼ
が
中な

か
へ
お
ち
入
る
そ
の
人
々
ハ
、
し
ゆ
ら
の
ち
ま
た
の
か
ま
ゆ
で
な
る
が
、
な
き

つ
さ
け
び
つ
、
そ
の
こ
へ
〳
〵
は
天
に
ひ
ゞ
き
て
も
の
す
さ
ま
し
く
、
し
ゆ
く
を
へ

だ
て
し
小
田
原
り
や
う
ハ
の
き
を
な
ら
べ
し
御お

ん
し
ろ
し
た

城
下
に
、
つ
ゞ
く
ま
ち
〳
〵
よ
こ
丁

ま
で
も
い
と
ゞ
は
げ
し
き
ぢ
し
ん
の
さ
わ
ぎ
、
上
を
下
へ
と
老

ろ
う
に
や
く
な
ん
に
よ

若
男
女
に
け
る
足あ

し
も

と
、
足あ

し
が
る
丁ま

ち
も
よ
こ
よ
た
て
よ
と
、
ら
ん
か
ん
は
し
の
大お

ゝ
て
ご
も
ん

手
御
門
ハ
ミ
ち
ん
に
く

ず
れ
、
矢や

ぐ
ら倉

二
ヶ
所し

よ
ハ
ゆ
り
た
を
さ
れ
て
、
ぢ
し
ん
ま
す
〳
〵
き
び
し
く
あ
れ
バ
、

当と
う
し
よ
め
い
ぶ
つ

所
名
物
八
ツ
む
ね
つ
く
り
名
代
と
ら
や
の
う
い
ろ
う
み
せ
も
、
さ
て
も
む
ざ
ん
に

ゆ
り
つ
ぶ
さ
れ
て
、
い
へ
の
下
よ
り
火ひ

ハ
も
へ
上
り
、
天
を
つ
ら
ぬ
く
大た

い
く
わ火

と
な
れ

ば
、
な
を
も
そ
う
ど
う
大お

ゝ
か
た方

な
ら
ず
、
お
と
の
さ
ま
よ
り
お
て
あ
て
な
さ
る
人に

ん
ず
足あ

し

が
る
や
く
人
は
じ
め
、
大お

ゝ
て手

さ
き
ま
で
し
ゆ
つ
や
く
あ
れ
ど
神か

ミ
も
お
よ
ば
ぬ
天
さ
い

な
れ
バ
、
さ
ら
に
し
か
た
は
あ
ら
お
そ
ろ
し
き　

ヤ
ン
レ
ヱ
ヽ
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【
図
像
７
】「
相
州
小
田
原
箱
根
地
震
く
ど
き
」（
下
、
一
部
抜
粋
）

	

（
神
奈
川
県
立
図
書
館
所
蔵
）

〽
な
を
も
サ
ヱ
ヽ
、
は
げ
し
き
地ち

し
ん
の
さ
ハ
ぎ
、
ぜ
う
か
ま
ち
〳
〵
火
ハ
も
へ
あ

が
り
、
か
ぢ
よ
ぢ
し
ん
と
う
ろ
た
へ
ま
ハ
り
、
な
か
に
あ
わ
れ
は
目め

も
当あ

て
ら
れ
ず
、

く
わ
ん
ぜ
な
き
子
が
地
に
ゆ
り
こ
ま
れ
、
さ
も
か
な
し
と
そ
の
母は

ゝ
お
や
が
す
が
り
よ

ら
ん
と
す
る
お
り
か
ら
に
、
い
へ
ハ
た
お
れ
て
お
も
し
と
な
れ
バ
、
越を

や
子こ

も
ろ
と

も
な
ら
く
の
そ
こ
に
お
ち
て
ゆ
く
へ
ハ
し
ら
は
の
む
す
め
、
花は

な
さ
か
り
を
は
し
ら
に

う
た
れ
、
か
ら
く
だ
け
て
む
じ
や
う
の
風か

ぜ
に
、
お
し
や
ち
り
行ゆ

く
そ
の
い
ぢ
ら
し
さ
、

こ
ふ
り
か
い
ど
う
青あ

を
も
の
て
う

物
丁
ハ
出
火
四
と
こ
ろ
、
水
道
が
く
ず
れ
水
ハ
ま
ん
〳
〵
い
へ

く
ら
な
が
れ
、
万
丁
に
も
出
火
ハ
二
か
所し

よ
、
大だ

い
く
て
う

工
丁
へ
と
も
へ
ゆ
き
ま
す
る
、
ま
た

ハ
海う

ミ
よ
り
つ
な
み
を
上あ

げ
て
、
下し

も
は
さ
か
ハ
の
わ
た
し
ば
ま
で
も
、
山や

ま
が
く
ず
れ
て
ひ

ら
ち
の
ご
と
く
、
の
き
を
な
ら
べ
し
御
し
ろ
下
も
今
ハ
の
は
ら
と
な
り
は
て
ま
す
る
、

北き
た

ハ
つ
く
ゐ
に
甲こ

う
し
う州

口
よ
、
西
と
南
ハ
三ミ

し
ま嶋

を
か
け
て
伊い

づ豆
の
浜は

ま
ま
で迄

ゆ
り
く
づ
さ

る
ゝ
、
ひ
が
し
梅
沢
、
大
い
そ
手て

ま
へ前

、
又
ハ
大
山
・
あ
つ
ぎ
を
か
け
て
、
六
り
四
は

う
の
村
々
ま
で
も
ひ
び
き
わ
た
り
て
ゆ
り
く
づ
さ
る
ゝ
、
そ
ら
に
く
ろ
く
も
、
つ
ぢ

か
ぜ
ま
い
て
、
山
と
川
と
の
く
つ
る
ゝ
を
と
は
、
天
に
ひ
ゞ
き
て
物
す
ざ
ま
し
く
、

今
ハ
此
世
の
く
つ
が
へ
る
か
と
右
よ
左
と
に
げ
ゆ
く
人
ハ
い
き
た
心
ハ
す
こ
し
も
あ

ら
ず
、
口
に
ね
ん
仏ぶ

つ
大
も
く
と
な
へ
、
た
す
け
給
へ
と
く
る
し
き
時と

き
に
神か

み
や
ほ
と
け

を
た
の
む
も
あ
れ
ど
、
な
を
も
地
し
ん
は
ゆ
り
し
づ
ま
ら
ず
、
既す

で
に
其
日
も
く
れ
は

て
た
れ
ば
、
り
や
う
し
や
う
代
く
わ
ん
し
ゆ
つ
や
く
あ
り
て
、
あ
ま
た
人
ず
に
た
い

松
も
た
せ
、
こ
ゝ
か
し
こ
と
お
て
あ
て
あ
れ
ど
、
人
の
ち
か
ら
も
を
よ
び
あ
ら
ず

（
中
略
）
か
ゝ
る
ふ
し
ぎ
を
三
し
ま
の
し
ゆ
く
の
神
の
ち
か
ら
の
今
あ
ら
わ
れ
て
、

つ
ゝ
が
な
き
み
ハ
し
ん
る
い
ゑ
ん
じ
や
を
や
こ
手
に
手
を
と
り
か
ハ
さ
れ
て
ほ
つ
と

ひ
と
い
き
、
よ
ろ
こ
び
な
み
だ　

ヤ
ン
レ
ヱ
ヽ
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【
図
像
８
】「
地
震
御
守
」

	

（�

ラ
イ
デ
ン
国
立
民
族
学
博
物
館
所
蔵
、
宮
田
登
・
高
田
衛
監
修

『
鯰
絵　

震
災
と
日
本
文
化
』
一
九
九
五
年
、
里
文
出
版
、
一

一
〇
頁
よ
り
）

【
図
像
９
】「（
地
震
鯰
の
取
り
調
べ
）」

	

（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
石
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

関八州

大坂

甲州
越後 小田原

江戸

信
州

京都 小田原
信
州

伊
勢
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【
図
像
10
】「
地
震
太
平
記
」

	

（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
石
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

【
図
像
11
】「
地
震
出
火
競
」（
東
京
都
立
中
央
図
書
館
特
別
文
庫
室
所
蔵
）
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（
１
） �
植
竹
富
一
・
野
口
厚
子
・
中
村
操
「
天
明
相
模
の
地
震
及
び
嘉
永
小

田
原
地
震
の
被
害
分
布
と
震
源
位
置
」（『
歴
史
地
震
』
第
二
五
号
、

二
〇
一
〇
年
）
五
八
～
六
一
頁
。

（
２
）�「
椋
園
雑
記 
五
」（
名
古
屋
市
鶴
舞
中
央
図
書
館
所
蔵
）、「
地
震
ニ
付

本
家
・
土
蔵
・
神
社
等
取
調
帳
」（
片
岡
文
書
、
小
田
原
市
立
中
央
図

書
館
所
蔵
）、「
藤
岡
屋
日
記　

卅
九
」（
東
京
都
公
文
書
館
所
蔵
）。

小
田
原
城
下
の
被
害
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
嘉
永
小
田
原
地

震
に
お
け
る
小
田
原
町
の
震
災
対
応
」（『
歴
史
地
震
』
第
三
五
号
、

二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

（
３
）�

北
原
糸
子
「
災
害
と
か
わ
ら
版
―
そ
の
歴
史
的
展
開
―
」（
木
下
直
之
・

吉
見
俊
哉
編
『
ニ
ュ
ー
ス
の
誕
生　

か
わ
ら
版
と
新
聞
錦
絵
の
情
報

世
界
』（
東
京
大
学
総
合
研
究
博
物
館
、
一
九
九
九
年
）二
五
～
二
六
頁
。

（
４
）（
３
）
に
同
じ

（
５
）�

朝
倉
亀
三
『
本
邦
新
聞
史
』（
雅
俗
文
庫
、
一
九
一
一
年
）、
小
野
秀

雄
『
か
わ
ら
版
物
語
』（
雄
山
閣
、
一
九
六
〇
年
）、
平
井
隆
太
郎
「
か

わ
ら
版
の
一
類
型
と
そ
の
背
景
」（『
新
聞
研
究
』
一
一
五
号
、
一
九

六
一
年
）。

（
６
）�

北
原
糸
子
『
安
政
大
地
震
と
民
衆　

地
震
の
社
会
史
』（
三
一
書
房
、

一
九
八
三
年
、
改
訂
版
二
〇
一
三
年
）
九
八
～
一
七
五
頁
（
こ
の
頁

数
は
二
〇
一
三
年
刊
行
の
吉
川
弘
文
館
版
改
訂
版
に
拠
る
）、
同
『
近

世
災
害
情
報
論
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）。

（
７
）�

北
原
糸
子
『
近
世
災
害
情
報
論
』（
塙
書
房
、
二
〇
〇
三
年
）
二
七
～

四
〇
頁
。

（
８
）�

岩
下
哲
典
『
幕
末
日
本
の
情
報
活
動
―
「
開
国
」
の
情
報
史
―
』（
雄

山
閣
、
二
〇
〇
〇
年
）。

（
９
）�

堀
健
彦
「
１
８
５
４
年
南
海
地
震
に
よ
る
大
坂
市
中
の
津
浪
被
害
を

描
い
た
瓦
版
絵
図
に
つ
い
て
」（『
災
害
・
復
興
と
資
料
』
第
一
一
号
、

二
〇
一
九
年
）。

（
10
）�

箕
輪
有
朝
「
近
世
後
期
江
戸
に
お
け
る
火
災
瓦
版
の
展
開
」（『
関
東

近
世
史
研
究
』
第
九
三
号
、
二
〇
二
三
年
）。

（
11
） 

拙
稿
「
嘉
永
小
田
原
地
震
に
お
け
る
災
害
情
報
」（
同
右
）。

（
12
）
前
掲
註
（
６
）
二
〇
五
～
二
二
一
頁
な
ど
。

（
13
）�

コ
ル
ネ
リ
ウ
ス
・
ア
ウ
エ
ハ
ン
ト
『
鯰
絵
―
民
俗
的
想
像
力
の
世
界
』

（
せ
り
か
書
房
、
一
九
七
九
年
）。

（
14
）�

宮
田
登
・
髙
田
衛
監
修
『
鯰
絵
―
震
災
と
日
本
文
化
』（
里
文
出
版
、

一
九
九
五
年
）、
細
田
博
子
『
鯰
絵
で
民
俗
学
』（
里
文
出
版
、
二
〇

一
六
年
）
な
ど
。

（
15
）�

気
谷
誠
『
鯰
絵
新
考
―
災
害
の
コ
ス
モ
ロ
ジ
ー
』（
筑
波
書
林
、
一
九

八
四
年
）
な
ど
。

（
16
）�

朴
炳
道
『
近
世
日
本
の
災
害
と
宗
教
―
呪
術
・
終
末
・
慰
霊
・
象
徴
―
』

（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
二
一
年
）
二
四
五
～
二
九
六
頁
。

（
17
）�

富
澤
達
三『
錦
絵
の
ち
か
ら　

幕
末
の
時
事
的
錦
絵
と
か
わ
ら
版
』（
文

生
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）、
同
「
幕
末
風
刺
画
と
鯰
絵
」（『
歴
史
民
俗

資
料
学
研
究
』
第
二
号
、
一
九
九
七
年
）
二
〇
～
三
七
頁
、
同
「「
時

事
錦
絵
」
と
し
て
の
鯰
絵
」（『
史
潮
』
第
五
〇
号
、
二
〇
〇
一
年
）

四
～
二
五
頁
。
こ
の
ほ
か
、「
風
刺
画
」
と
し
て
の
鯰
絵
な
ど
の
研
究

と
し
て
、
加
藤
光
男
氏
の
研
究
が
挙
げ
ら
れ
る
（「
江
戸
っ
子
の
「
世

論
」
形
成
と
風
刺
画
―
鯰
絵
を
素
材
と
し
て
」（
地
方
史
研
究
協
議
会

編
『
地
方
史
・
研
究
と
方
法
の
最
前
線
』
雄
山
閣
、
一
九
九
七
年
）

八
八
～
一
〇
五
頁
な
ど
）。

（
18
） �
本
多
亮
「
嘉
永
小
田
原
地
震
の
か
わ
ら
版
」 （『
神
奈
川
県
温
泉
地
学
研

究
所
観
測
だ
よ
り
』
第
七
二
号
、
二
〇
二
二
年
）。

（
19
）「
鶏
肋
集　

嘉
永
六
年
春
夏　

十
三
」（
名
古
屋
市
蓬
左
文
庫
所
蔵
）。

（
20
）
前
掲
註
（
６
）
八
六
～
八
七
頁
。

（
21
）「
相
州
小
田
原
大
地
震
之
記
」（
神
奈
川
県
立
公
文
書
館
所
蔵
）。
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（
22
）「
弘
慶
時
事
録
」（
石
河
家
文
書
、
徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
）。

（
23
）「
相
模
国
大
地
震
之
図
」（
神
奈
川
県
立
図
書
館
所
蔵
）。

（
24
）�「（
地
震
鯰
の
取
り
調
べ
）」（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
石
本
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
）。

（
25
）�「
地
震
太
平
記
」（
東
京
大
学
総
合
図
書
館
所
蔵
石
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）。

（
26
）�

吉
越
昭
久
氏
は
自
著
で
、
近
世
期
を
は
じ
め
と
す
る
歴
史
時
代
は
「
災

害
を
能
動
的
に
防
ぐ
よ
り
、
そ
れ
を
仕
方
の
な
い
こ
と
と
し
て
受
け

入
れ
（
あ
る
い
は
諦
め
）
た
り
、
被
害
が
な
い
こ
と
を
祈
る
受
動
的

な
考
え
方
が
支
配
的
」（
吉
越
昭
久
『
近
世
福
山
城
下
町
の
歴
史
災
害
』

（
文
理
閣
、
二
〇
二
〇
年
）
二
〇
二
頁
）
で
あ
っ
た
と
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
指
摘
は
、
今
後
の
近
世
人
に
お
け
る
災
害
後
の
心
性
を
検
討
す

る
上
で
示
唆
に
富
む
。




